
昭和44年度後期研究計画応募一覧

長 期 研 究 計 画

1.原子核に於けるα的4体相関と分子的構造

1. 内 容

前年度の同標題の研究計画を継承発展 させたい｡研究の主眼は,分子的構造

を もつと考えられ る準位の現象論的 ,模型紛研究を通 じてこの原子核に磨 け る

｢新 しい相｣の特徴を明確に してゆ くとともに,従来基底状背近傍の研究に よ.

り確立されて来ている一体場的塙像を包含 した形で,原子核の運動状態に対す
ノ

るより豊富な観点 を獲得 してゆ くことにある｡

今回は以下のような諸点について ,前年度 2回の研 究会で聞題繰起 され進め

られてい る具体的計算結果についての研究連絡 ,ならびに新 しい理論的展開に

関 して討論 し,次への展望を切 り拓 くことを 目的 としたいO

(1) -休場 と.aクラスター構造を統一的に 扱 う方法に よる定量的分析 o

Heitler-Lond.on近似,分 子軌道法などに よ り分子的配位を積極的にと り

入れ,精暫な分光学的分析 を行ない従来の,槙塾との比鮫検討を行な う｡基底状

辱近傍か ら粒子巾の大 きい励起状態 まで広い範囲にわたる追究が可能になるO

(21 相 転移に対す る多体問題的接近｡

穀模塾的相からいかに相転移が成長 してい くか を多体問題的手法に より調べ

る｡有限多体系における異った相 に対する理論的解明を試みる｡

(5) 分 子的共鳴準位

分 子的様相は励起準位(ちおいてよ り強 く発現 してお り,これ ら殆ん どが共鳴J

反応によ り見出されている ｡ 束縛状聾近似での'瀬扱いのみでは明らかに不充分

で あ り, この方面での発展は,原子核蘭相互 作用の問題,反応機構野間顧な ど

との関連で多 くの テーマが予想され るO l

(4) 壕 力なち びに核物質 と4体相関

核物質に寧げ,b結合 エネJVギ｣の計算において 2体相由を主 とする Brue-ヽ

ekneで理静が良い結果を与えない ことから?α蘭 4体相関を頼 り入れてい く

必要があると考え られ る,この方向につ･LN､で も討蘭 する0
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5. 研究計画の もち方

北大,東大,京大,九大における上記研究計画に参加 している研喪者の研究

連絡 ｡

栄) ･樋浦 順 (北大)が基研滞在中の とき_に,提案を代って行な う｡
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相和44年度後期研究計画応募∵覧

短 期 て研 究 計~画

1∴素短子の時空記述

提 案 理 由

素粒 子に時間 ･空間的な ¶ひろが り"を あたえることによって,一方では

素粒子の種別を内部状静のちがいに帰着せ しめ,他方では収欽する理論をつ

rくりあげようとする努力が,長年月にわたって続け られてきたO
I

最近数年における,この種の研究は,大 きく分けると,次の三つの方向に

進んでいろ(,

1. 古典力学的あるいは幾何学的な意味における ¶ ひろがったもの "とい う

イメージから出発 して,それを量子化 し, さらに第 2量子化す云ことに よ

って ,ひろがった素粒子に関する場の量子論をつ くるとい う方向｡ ～

同 じく古典 力学的 イメージと上っても,多体系を出発点に とれば非局所

場理論にな り,これは複合模型 と比較的に近い ものたなる.連続体から出

発すれば d･eformableboayの量子論になるO また四次元幾何学に まで

戻って再出発するのが,素領域の場の理静である｡

2. 特殊相対論的共変性 を持っ内部変数を,直観的 イメージに とらわれず,

いろいろ板 りあげ,経験 とマッチするものを発見 しようとする方向,この

方向は無限成分を持っ波動方程式の理論 と一番密接な関係にあるO

5･ 散乱振幅の解析性,､特に ReggetrajectOryを ,ひろがった 粒 子と

い うイメージと結びつけ る方向｡

これらの三つの方向は, もちろん別々な ものではな く,相互に補舞すべき性

格,あるいは同 じことの違った表現であるとい う性格を もっているが,1968

年に,そ れぞれの方向の一研究をまとめた PrOgreSSの Su_pplemenも 41号の
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資 料

段階では,相互関係は十分,明らかにされてはいなかったO.また LSu‡)pleね-

entので きあがった直後の 1968年 9月の研究会で も,聞越を指摘するL;i

上に,目ほ しい進展は見られたからた｡

しか し,その後,ひろがった素粒子の相互作用の構造に関する研究 (Sup-

plement小林教授記念号 p･12戸0) が行なわれ, 空_た通常の第 2優 子化の

方法でな く,四次元量子化,あ､るいは hyperquanti2;ationを適用すべきで

はないか と七､う提案が検討 されてお り,さらには因果律の意味の変更の可能性,

ind.efini'tem占tric との関連における収欽性の 検討なども試みられてい

る｡他方においては,最近∴盛んに研究 きれている Vene去ia.no理論を素数子

の時空記述の立場から見直すこと'も, 5の方向の研究の発最と･L,て閲粟になっ

てい る O

これらの諸問題に焦点をあてて,短期研究会を開 くことを由実する｡

提 案 者 湯 川 秀 樹 , 片 山 泰 久 ,

田 甲 正

時 期 11月 以 後 5日間

規 模 参加者 20名程
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昭和44年度後期研究計画応募｢覧

2.･Resonanceと素粒子の複合性について

複合模型の立場か ら ResOnanOe.あるいは fiesqnanceの関与する現象 を

中心に分析することによって,素粒子の構造を明 らかにする｡現在 までに

RPson叩 甲 の分類が,.主 として non-rela, quark 模型によ り分析 さ

れ ,-定性埠な性質が説明されているが ,定量的な面で充分な結果を得ていないO

こ?.よう年間題を熟 .,進める為には, ｢どこまでが had-ron､の Ievelで理

解一一できる閥轟であそ甲か･? 複合性の反映 として確実に とらえ うる現象は何か′

? 複合性の本質, consも.ituent の実体の持つ性格等を,一つ一つ明 らか

に して行く ことが｣現時点において重要である｡又 Reggeや q_nark eoun-

ting が部分的に成功 していると思われる high energy･reaction の現

象を Reso.め周辺の問題 として,Re80nanCe との関連においてとらえ素

粒 子の構造解明の手がか りをえたい olしたがって
ヽ

1) 日出lad_ron levelから (nonrela q_narkmod.白1等 ) と haq.ron

-1eveiからとの検討 ･批判を行なう｡

2) fie83.-Reglge-Duality,PomeranchOn をどう考えるか'Reso-

nanceproduction〉plc)cesS,momentum transfer などによる fieS〇･

のノr甲aCtionに果す役割等を明らかにするo

参 加 人 員 約 一20名

世 話 人 小 ･林 昭 三 , 音 r井 博 明

予 定 時 期 10月下旬 (約 5日間) L
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資 料 ･

5.｢励起子｣の理論

イ)研究 テーマと内容

1958年度基研短期研究会として上 と同 じ題の研究､会が開催 され ,

ProgressS11pplement に収録 されている｡その後 10年間に おけるこ

の分野の発展は,内容を完全に reviSe するに至った ｡ この研究会では非

磁性固体の分野で確立 された方法を給持 し, それをふ 変えて最近発展 しつつ

ある分子理論的方法を展開 したい｡具体的飛越 としては

1. 非適期固体での励起子

2･ 敵性体での励起子

5. 生物体七や励起 子

4. 励起子の不安定性

1

を考えてい るO成果のなかで まとまった部分は Pr量か ess Supplement

に提出 したい と希望 している｡

ロ) 代 襲 者

京大理物二哩 ･長谷川

福 留

基 研 武 野

洋

雄
二

ニ

ー
秀

正

ハ) 開催希望時期 11月 5日間

ニ) 参 加 人 員 的 '20名
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昭和44年度後期研究計画応募一･覧

4.耶Fundamental Ideas の検討

(主旨) l

今年度 もいろいろな人達や グ′レープによって横長な立喝から素粒子現象の統

一的理解への努力がなされていろO しか し,一見 q様 々な立場か･らのアプロー
～

チ "といわれるものもそれぞれの立場のかかえるやや原理的な間髪を煮つめて

考えてみ ると意外に共嵐点があるよもうに思われ る｡

凌近話葦になっていろ Veneziano模型一つをとってみて も,その形を導 く

q理論 "を建設す るためには,S-行列的な boot8traP の考え方,q.uark

模型における q.uark lineの抽象化等を更に立入って検討する必要があろ う

と考えられるし,had.rcnの質量 スペク トJVも娘粒~子まで含めて考え直 さなけ

ればならないかも知れない｡

この研究会では,このような "共通点にな りうる基本的な間藤, id.eas"

等を数人の人に報告 してもらい, C･rigina]1な話 もまじえながら自由に意見

を交換するのを目的 としたい｡

(内容)

どのような問題を設定するかは部 員会で も討論 して もらう予定で あるが,､今

'回は主に had_ron dynamicsに関連のあると思われるノ問題を と.りあげてみた

いと考えている｡一例 として

1) 素粒子の共鳴準位 ･cne-1evel公式,Argora円,fiegge pole

との 餌̀ allty等の相互関連

2)素粒子反応の d_uality, 実一境的 evid_enee,a_ualitya_iagram

ete.

5)ゝ 素粒子模型とその後証 複合模型,流れ模型, ?tC.

4) Veneziano模型 q_uak line diagram との関連の明確化

etc.

5) 素粒子の嘩エネ/レギー橿限現象 LoosEnergy Limit Theorems,

Current Algeやra'Chiral Dynamics.etC.

6) Symmetr.v breaking Strong,.丑..M.Weak･相互作用の irlterpla･y

の聞趣
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昭和44年度後期研究計画応募一覧

5.素粒̀子物理学の将来

今 まで素研計画を中心 として推 し進められてきた原子啄将来計画が,政府の

科学技術行政の反動的再編の策動の中で,暗礁に乗 り上げた現段階において,

将乗計画再建 は我 々若手研究者の重大な任務である ｡

将来計画を推進す る上で我々素粒 子若手が果た して来た役害桐ま大 きな ものが

あった̀｡ しか し我 々は必ず しも我々の物理 との関わ り合いで将来計画そのもの

を捕える点においては十分であったとは言い童いOそのような弱点の発生は我

々若手が素粒子物理学を我々の手で発展させるのだとい う気概に欠け,我々自

身の内的襲泉にみあった新 しい研究組織 ･研究体制の肇索を十分出来ず,基い

始めた各大学の教育 ･研究 S/ステムの中に閉 じこもり,学問的閉鎖性に陥ちい

っていた点にある.叉それは新 しい現象を基礎 とした埋詮的発展にとって生の

実検デー タが不可欠であることは言 う膚で もな く,実験計画そのものにかかわ

りあってい くことが重要である｡この点における素粒子論 グJv-プの消巌性が

素粒子理論の発展に大きな歪みを生ぜ しめ,受身の学間的体質を一億で作 り出

したことは否定出来ない｡

それは単に若手のみの問題でな く,素粒子論 グ′レ｢プ (特に素粒子論研究者

わ集 りとして)全体の将来計画に対する第三者的立場 としての熊 度の中に如実

に現われていたのではないだろうか ? ･将来計画を推進す る上で一部の誤った

行動に対 して痛烈な批判的鱒度を組織的にとることが出来なかった弱点は大い

に自己故 判すべき点であり,それは現雇の大きな研究者 集団 と.しての素粒子論

グループに内在す る沈廟的 ムー ドと⊥面での外呂追随主義的学問的零艶気に起

因するものである｡

我 々若手め任務はこの体質を変革 し,我々のカによる新 しい物理の構築にあ

り,このヰいを通 じて我が垣の将来計画を再建する点にある ｡ 特に素粒子とい

う同 じ研究対象を もちながら組織的にも,又学問的に も分雑 していろ現状は将

来計画を推 し進める上で大 きな害を産み出 した｡それは 日々の活動の中で克服

されねほなら寵い点である｡

我々は今 まで積み重ねてきた若手夏の学校や若手研究会での活動の成果 と批

判の上に,宇宙線 ,高エネ･′レギー,_原子核の若手 と団赦 し,素粒子若手の主体
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的力量で もづ七 ,日本の原子核将来計画を再建するためあ出発点 として,叉要

事研究者 の学問的交流 ･相互理解の場,学問創造の場 としてこの研究会をもつ

ことを操案す る｡

-548-
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参 加 人 数 約 20名

世 爵 人 二 宮 勘 輔

･小 柳 義 夫

野 田 二次男

予 定 時 期 未定 (約 5月間)



昭和4-4年度後期研究計画応募十覧

モレキュール型研究計画

1.Haldrons-Urbaryons-Leptons

目 的

新 しい力学 (従っ てまた,新 しい物理概念)創造のための ワンステップと

して,我 々は ｢琴型 と構造｣.の立場からの Weak 工nt.の現象の分析を試み

る O

すでに,多 くの人々に よって提唱 されてい る 吹urbaryonsけなるものの功/

罪を墳礎的に明らや に し,それに よって次の発展-の糸 口とす る O

日本で生れ,日本独自甲仕事で あるところの由d_Tons-Urbaryon8-

LeptOnSを結ぶ種 々の試みを,建設的意図を持って批判検討 し,.それによ

ってこの流れの仕事を育 てて行 く｡

研究内容

cHad.∫ons.→ Url⊃arycns

Mura.yamaは quartetmod.elに基づいて, tw c･particle上ra.n-

siticTlを仮定 して nonle,pも?nichyperCn,a-eca.vsの S-wave

d-ecay声と p-wa･誓 d･ecaysとの両者を同時に説明す ることを欝みた｡.∫

また,K-atsWa anq Kqd･eは同 じく 里ユartetmぬ elの立場か ら,

weak a.ecaysすべてを統一的に理解 しよ,うと試みたOいずれの仕軍にお

いて も,ur℃,aryon革は単なる had.ronsの内部 自由度に対応するもの と

は考えず,あ くまで実体的に捕 え,例えばそれらの間に働 く構成力の問題

に まで追求の矛先を向けている｡

我 々はwbaryonsをいわゆ る ｢粒子｣ として扱った ときに生 ずる矛盾

をあはき出し,~そ してその困難が,模型の修正･改 良によって教えるのか,

あ争いはもはや力学その ものの改革空でを要求 している甲かを,見 きわめ

るべ きで ある｡そのような目的意識の上で,我々､は差 し当って は, もう少

し我 々の quartetmod.elに立った分析を押 し進めでみるつ もーりである.

また ,更に,他の mod-elの可能性 ,q･uarkmod･el,three.t･･ri･plet

moqelなどについても,比較検討 してゆきたい0
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oUrbaryons+ Le)ptons I

Weak､in七･の universalityの話は,Baryon-Lepton対応 まで

･を考えてこそ,は じめて意味を持って くる.Oすでに Nagcya.model-I

Hiros,hi耶,mod-elなどが提唱苧れているが,これらはまだ まだ検討 ･

発犀が必要であるOまた最近 Cabibbo a･ngleの originその ものを問

題 とした paperが出噂 じめている. (Gattoetal.及び cabibblo

et al.)我々は,urbaryonsを導入 した立場か ら,この qLangle好一

なるものをいかに考えるか,Konnoを中心 としたメン.バーで板 り組んで

行きたい｡

04月学会の琴,会合 を持って方針を検討 し, 6月下旬,各地での研究成果

を持ち寄って会合を開 くことに-な り,現在それに向けて準備庫である｡

前回の提案後の発最についてのべろと,まず, q_uartetmod_eユで

nonlepもonichyperorl_a_ecayと baryon β-a_ec,ayを統一的に説

明で きる･ことがわかったo (A･Murayama,∴preprint)蓬･た KIatSu-

ya,Koiaeによる q_uartetmod_elに基 くWeak inもeraCtionの統

二的理解の試みも一応 まとめられたO両者の関連を調べろことは課題のひ

とつであるoKatSuya･はさらに A や･一一 n 2体 .transitionのの意味

をさぐるために K - 2γ,K - 57Tなどの現象論的解析を行fj:つているo

Nakamura,Korl_hOは Urbaヱ豆onへの新 しい糸口を見出すため nopユー

eptonicJa-ecayの現象論的整理を徹底的にや .9つつ あるOさらに

Konnoは虜近導入 した "angle"を用いて nonleptonioK一aecay

を分析 し,実験 と consiStentな結果を得た｡

メンバー及び o提案説明者

o村 山 昭 浩 酵 矢 光 昭 (北大理)

紺 野 公 明 中 村 勝 也 (日大理工)

小 出 義 夫 (広大理)

会合の開催時期

歌から冬にかけて予定

参加予定人員 5名+ α
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昭和44年度後期研究計画応募十覧

2.Progres畠 supplement ttSome Topics in the

theory of LatticeDynamicsl'編集と将来計画の討論

目 的

progresssupplementq-Some Topics in the Theoryof

ILattice.Dynamics"は 1970年度発刊の予定で今年中にその原稿が集

まる予定である｡そ こで こ,の原稿をもとに編集のための集ま りを持ち,更に●

この分野の 研究 の将来計画について討論 したい｡

参加予定者及び o提案説明者

堀 淳 一 (北大理)

請

柏

石

武

藤

村

井

t野

信 彦 .(早大理工)

畠 平 (名大教養)

｢

正

成 (京大理)

≡ (京大基研

時 ′ 期

1970年 1月下旬 2日･間

戸 田 盛 和 (乗数大理)

広 岡 - (早木理工)

中 沢 宏 (京大埋)

o橡 田 博 嗣 (京大基研)
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資 料 ′

5J液体金属合金の電子状態の研究

〔内 容〕-

液体金属合金の閲題については最近国内,国外を通 じて理論的実験的に研究

が清澄に行なわれつつあるが,第二回の液体金属国際会議が 1972年秋に 日

本において行なおれ冬ことがほぼ決定をみたあで,我々はやや長期的な立場か

ら,実験 ･.'ち理論両 面から液体金属の特に電子論的物性を討論,追求 したいO特

に局在 した d_電子, f電子を､もつ遷移金 属,希土類金属についての電子状静め

研究を行な う｡

〔代表者及び o提案説明者 〕

渡 部 三 雄 (東北大理) o遠 藤 裕 久 (衰大理)

〔会合の開催希望期間〕

昭和 44年 1 0月 15日- 20月 昭和 4-4年 1月 20日～ 27日

〔参加予定者〕 ､

小 川 泰 (京大理)

米 沢 富美子 (京大基研.)
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昭和44年度後期研究計画応募一覧

･4.非周期系の固有モードに関する数億実験

(前期からの継続)

研究内容

非周期系 とくに無秩序の固有モー ドが多 くの場合著 しく局在 してい ること

については,種 々の立場からの研究が行なわれてきたが,その本質は未だに

一明確になってい ない｡これを明確にすることは,純理論的に も興味が あるば

か りでな く,固有モー ドの局在化が種 々の物理現象に与える影響を議論す る

上にも重要である｡.I.の研究は,無秩序系の固有 モー ドに関 して種々の数値

実験を行な うことによって,理論的 な考察の裏づけお よびそ?本質をよ り明

らかにするた中の手がか りを得 るこ幸にあるo前期において研究ほか-な り進

歩する見込みで あるが,所期の目的を達成す るにはなお 1～5回の基研滞在
′

を必要 とするので,継続を申 しこむ次第である｡

代表者及び o提案説明者

南 栄 O堀 淳 一

会合の開催希望時期

11月頃 1週間

-555-


